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５．パラグアイにおけるダイズシストセンチュウの分布実態とダイズ被害の初確認

〔 要 約 〕 パラグアイの主要ダイズ作地帯では、カニンデジュ県８圃場、アルトパラナ県３圃場、カグアス

県２圃場でダイズシストセンチュウが確認され、カニンデジュ県での検出頻度が高い。アルトパラナ県のダイズ

圃場では、本線虫がすでに高密度となり、草丈低下４０％以上という著しい被害がスポット状に発生している。 
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［背景・ねらい］ 

 パラグアイでは、2002 年 12 月にダイズシストセンチュウ(Heterodera glycines)の発生が確認された。この線虫は

ダイズの最大の有害線虫である。両隣のアルゼンチンとブラジルでは、すでに被害が深刻化している。ダイズは

輸出総額の 50％を占めるパラグアイの最重要作物である。防除対策の開発は緊急を要するが、同国では分布

や被害等、基本的な情報が不足している。主要ダイズ作地帯における本線虫の分布と被害の実態を明らかに

し、本線虫の防除対策を開発するための基本となる情報を提供する。 

 

［成果の概要・特徴］ 
1. パラグアイのダイズ作地帯では、少なくとも１３圃場にダイズシストセンチュウが分布し、このうち７圃場は 2004

～2005 年に実施した本調査による初の記録である。地域別では、カニンデジュ県が最多で８圃場、アルトパ

ラナ県が３圃場、カグアス県が２圃場で、イタプア県からは未だ検出されていない（表１、図１）。 
 
2. カニンデジュ県では、2005 年収穫期調査による検出圃場率は 24 圃場中６圃場、すなわち 25％であり、かな

り広い地域に分布している可能性が予想される。一部の圃場では線虫がすでに高密度となっている（表１）。 
 
3. アルトパラナ県サンアルベルトのダイズ圃場では、本線虫がすでに高密度となり、草丈低下 40％以上という

著しい被害がスポット状に発生している（図２，３）。 
 
［成果の活用面・留意点］ 
1. 行政関係者、育種関係者、生産者等に防除対策開発の重要性を説明する資料として利用できる。 
2. 発生圃場からの線虫研究試料の採取、輪作等耕種的試験を実施するための情報として利用することが出

来る。 
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［具体的データ］ 

１）2004、2005年調査。２）調査地の括弧は調査圃場総数。
３）シスト数はａが５反復、bが11反復、その他は３反復の平
均値。
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25.2a72061507087619 San Alberto1

ALTO PARANA(19)

27.872236677065638 Troncal 2-1
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6.672845077176276 Troncal 4-2

32.0 72812637166735 Troncal 4-1

4.073152327182364 Yhovy 3

132.673116237020863 Yhovy 2

0.18b73288527469022 La Paroma2

14.8a73204537645511 Troncal 6

CANINDEYU(27)

乾土100ｇ圃場コード

シスト数／GPS-YGPS-X検出地

表１ パラグアイのダイズシストセンチュウ：検出地 と検出数

23
6

8

9
10

1
4

5
7

1112
13

図１ パラグアイにおけるダイズシストセンチュウの分布
星印、数字は表１の圃場コードに対応

 

図2　生育不良スポットと平均的生育部分間のダイ

ズの草丈と雌寄生指数の比較、それぞれ３６株およ

び３２株を堀り上げ調査（播種96日後）　　　寄生指

数：無-0、少-25、中-50、多-75、甚-100
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図3　生育不良スポットと平均的生育部分間のダイ

ズシストセンチュウ密度の比較

根表面：根表面付着土壌、根圏：根圏土壌
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